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研究成果：  

(概要) 

本年度は人的交流を主軸に取り組んだ。第 61 回日本生物物理学会年会（2023 年 11 月、愛知）に

てラボ長・山元がオーガナイザーを務めた新学術領域研究・高速分子動画共催シンポジウムにお

いて、共同研究者の八木博士および Royant 博士を招待し、講演を行なって頂いた。また、大阪大

学の学生を共同研究者の Maestre-Reyna 博士の研究室へ１ヶ月弱派遣し、DNA-タンパク質複合体

の共結晶化および構造解析に成功した。 

 

(本文) 

 さまざまな時間領域における時間分解 X 線結晶構造解析ならびそれを補完する計算科学研究を

進めるため、共同研究者らと研究交流を行った。第 61 回日本生物物理学会年会にて山元がオーガ

ナイザーを務めた新学術領域研究・高速分子動画共催シンポジウム「構造・計算・分光研究から

解明する光受容性タンパク質の非平衡状態ダイナミクス」にて、共同研究者の八木博士と Royant

博士に招待講演を依頼した。また、第 46 回日本分子生物学会年会にて山元が共同オーガナイザー

を務めた「化学修飾から読み解く DNA 修復とゲノム安定性維持機構」というシンポジウムにて、

Maestre-Reyna 博士に招待講演を依頼した。加えて、共同研究者の Maestre-Reyna 博士と八木博士、

山元の 3 者で定例オンライン会議を行なっており、Maestre-Reyna・山元・Royant が Science 誌に

報告した動的構造座標を用いた計算科学研究を開始した。さらに、Maestre-Reyna・山元・Royant

の間でオンライン会議を頻繁に行なっており、今後欧州シンクロトロン放射光研究所における時

間分解 X 線結晶構造解析について議論を進めた。 

 上記日本生物物理学会年会シンポジウムにて招待講演を依頼した名古屋大学・梅名泰史准教授

が、X 線自由電子レーザー施設 SACLA の中でもフェムト秒〜ピコ秒の時間領域で時間分解 X 線

結晶構造解析が可能である BL3 にてビームタイムがあったため、2024 年 1 月 26〜28 日まで山元

と Maestre-Reyna 博士が参加しビームタイムの運営補助を行った。SACLA における超高速時間領

域の時分割シリアルフェムト秒 X 線結晶構造解析（TR-SFX）実験の進め方を学んだ。 

 従来光に応答しない酵素反応の時間分解 X 線結晶構造を目指し、DNA 修復酵素の一つである

8-オキソグアニン DNAグリコシラーゼとケージ修飾損傷 DNA の複合体共結晶を得るため、大阪

大学大学院基礎工学研究科・修士 2 年の居村知己氏を台湾大学・Maestre-Reyna 博士の研究室に 3

週間派遣し、同大学修士 2 年の Kai-Chun Yang氏とともに実験を行った。その結果、結晶を得る

ことができ、さらにシンクロトロン放射光を用いた結晶構造解析に成功した（図）。今後、さらな

る工夫が必要であることがわかったが、次年度以降の時間分解 X 線結晶構造解析に向けた準備は
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着々と整いつつある状況であると言える。 

 

図：(A)結晶の写真、(B)構造解析の結果、(C) Maestre-Reyna 研メンバーと居村氏（中央）の写真 

 

研究経費（R5年度）の内訳 :  

備品費 消耗品費 旅費 謝金 その他 合計 

0 円 227,312 円 341,708 円 0 円 30,980 円 600,000 円 
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